
ty
言胆

Ｘ

●yj 　忿

忿 1 ；

≒

憬

X

、

･ ･ ・ ．

溺.385

･･ぷ･3奥目

。

l

ﾌﾞ･?i

，

･ぷIII･1ij;;

･ l l

‰副;が¨

　･．　１･，ｊ

脆

有事に備える

　町消防団・

鵬

……

　町消防団（梁島安男団長）では､町民の生命・財産

を守るため、常備消防と連携・協力のもと最善の消

火活動ができるように、日ごろの訓練を通して万全

を期しています。

　新団員52名を加えた町消防団200名による第10回

壬生町消防団ポンフ操法大会が４月28日、総合運動

場で行われ､自動車ポンプの部で第白分団第･1部（上

稲葉）が３連覇を飾り、小型ポンプの部で第２分団

第５部（下稲葉）が優勝しました。

- 一 一 一 一 － - - - - -
= = = - ㎜ ㎜
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墓園使用者を募集
聖地公園第一期造成780区画

　
壬
生
聖
地
公
園
第
一
期
造

成
ア
８
０
区
画
の
星
図
使
用

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　
な
お
、
基
因
募
集
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
点
が
あ
る
方

は
、
役
場
保
健
課
環
境
公
害

係
（
四
則
１
２
３
４
）
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

Ｘ

　
募
集
の
要
領

巾
種
別
、
区
画
数
及
び

　
　
　
永
代
使
用
料
等

種　　　　　　　別 普通墓地　　　Ａ墓域

面　　　　　　　積 ４．５�

区　　　画　　　数 780区画

永　代　使　用　料 250,000円

ｽ真岡施設管理年数粁
ぐ年額)◇]

…

……鴛j万万,面｀(y内｀､･j゛lj｀、

○永代使用料は、使用許可の際に

　納入していただきます。　　帽忿

②
受
　
付

◇
日
　
時
　
平
成
３
年
フ
月
１
日
（
月
）

　
　
か
ら
７
月
３
日
（
水
）
の
午
前
９

　
　
時
～
午
後
４
時

◇
場
　
所
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
】
階
会
議
室

③
応
募
資
格

　
　
現
在
使
用
で
き
る
墓
地
の
な
い

　
方
で
、
壬
生
町
に
申
請
日
現
在
に

　
お
い
て
、
引
き
続
き
’
一
年
以
上
住

私

〈
ぃ
Ｉ
｛
抑
一
｛
¨
Ｊ
１
１
レ
レ
Ｆ
ｊ
十
　
ご

ｙ
に

に
ｋ
√
ｉ
’
…
…
…
…

所
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

㈲
必
要
書
類

①
星
図
使
用
許
可
申
請
書

②
申
請
者
の
住
民
票
（
世
帯
全
員

　
の
写
し
）

⑤
そ
の
他

　
　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
後
日

　
内
容
等
を
審
査
し
、
適
正
な
も
の

　
は
受
理
し
ま
す
。
こ
の
関
係
で
問

　
合
せ
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

使
用
者
の
決
定

①
町
長
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
番
号

　
に
よ
り
、
そ
の
位
置
を
指
定
し
ま

　
す
。

　
申
請
者
の
数
が
墓
園
の
区
画
数
を

　
超
え
た
場
合
に
は
、
応
募
資
格
を

　
満
た
し
た
町
内
居
住
者
で
、
遺
骨

　
を
所
有
し
て
い
る
方
を
第
一
優
先

　
順
位
と
し
て
決
定
し
、
そ
れ
以
外

　
の
方
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

㈲
区
画
の
決
定
し
た
方
に
は
、
決
定

　
通
知
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
抽
選
と
な
っ
た
場
合
に
は

　
そ
の
旨
文
書
で
連
絡
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
Ｆ
｀
』
一
１
ご
Ｉ

　
　
ぎ
ぺ
Λ
一

に
‐
！
‘
り
・
Ｌ
Ｌ
Ｆ
恒
・

一一 ･
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ご

ゴ
ミ
の
減
量
と
再
資
源
化

『
資
源
ゴ
ミ
回
収
』
に
報
償
金
を
交
付

幸
昭
三
丁
目
自
治
会
の
廃
品
回
収
で
は
、

　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
資
源
ゴ
ミ
ガ
集
ま
り
ま
し
た

　
町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
今
ゴ
ミ
を
衛
生
的
か
つ
迅
速
に
処

理
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
方
を
は

じ
め
多
く
の
万
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
近
代
的
な
清
掃
セ

ン
タ
ー
を
昭
和
５
５
・
５
６
年
度
の
２
か

年
継
続
事
業
で
建
設
し
、

1 0
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
間
、
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
現
在
で
は

建
設
時
の
約
２
倍
に
増
え
て
い
み
反

㈲
、
処
理
能
力
は
施
設
の
老
朽
化
と

も
相
ま
っ
て
限
界
近
く
ま
で
き
て
い

る
状
況
で
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
と
し
て
も

急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
。
プ
ム
誠
量
化
・
頻
頻
所
化
吊

剱
。
を
。
積
極
的
－

－
に
バ
『
。
り
ま
し
た
。

　
　
そ
の
一
環
と
し
て
、
資
源
ブ
こ
回

Ｉ
♂
ｊ
－
－
ｊ
－
１
１
－
－
－
－
１
１
－
－
－
－
―
－
－
－
　
　
　
ｙ

収
報
信
念
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
－
Ｌ
－
－
　
ｉ
－
１
－
ｊ
－
－
％
－
－
％
Ｊ

　
民
総
参
加
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
運
動
を

誕
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

　
す
。

　　　一

心

　
こ
の
資
源
ゴ
ミ
報
償
金
交
付
制
度

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ブ
こ
の
減
量

化
、
貼
資
源
化
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

度

　
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
運
動
に
協
力
し

た
団
体
に
交
付
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
及

び
そ
の
叫
生
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
ゴ
ミ
と
は

　
一
般
鹿
柴
物
の
う
ち
、
資
源
と
し

て
再
生
利
用
で
き
る
古
紙
類
、
空
び

ん
、
鉄
く
ず
、
布
な
ど
で
失

　
団
体
と
は

町
内
の
自
治
会
、
婦
人
会
、
子
供

育
成
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の
で
、
規
模
が
お
お

む
ね
２
０
世
帯
以
上
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
住
民
の
団
体
。

交
付
対
象
要
件及

び
報
償
金

　
資
源
ゴ
ミ
ー
回
の
回
収
に
っ
き
、

５
０
０
㎏
以
上
を
共
同
収
集
し
、
資

源
ゴ
ミ
回
収
業
者
に
売
却
し
た
団
体

で
、
回
収
重
量
１
０
㎏
仁
つ
き
3
0
円
ど

Ｕ
回
の
回
収
に
づ
・
訂
デ
祭
礼
仰

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

協
力
団
体
の
届
出

　
毎
年
度
、
第
１
回
目
の
資
源
ゴ
ミ

回
収
の
実
施
時
ま
で
に
、
「
資
源
ゴ
ミ

回
収
団
体
届
出
書
」
を
町
に
提
出
。

問
合
せ
先
　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
［
］
賠
り
Ｊ
４
り
乙
４

ｊ

≪
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悪
質
業
者
の
狙
い
目
は

　
　
あ
な
た
の
・
６
の
ス
キ
に
あ
る

土
地
を
買
わ
せ
る

が
、
依
然
と
し
て

事
件
の
被
害
者
だ

　｀悪
一質

が
っ
て
い
る
の

巧
妙
に
な
っ
て

″
ヽ
フ
ま

い
も
う
け
話
″
な
ど

こ
の
世
に
あ
り
得
な

　
こ
れ
ま
で
悪
質
商
法
の
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
た
、
主
婦
や
お

年
寄
り
に
加
え
、
現
役
の
教
職
員
や

そ
の
Ｏ
Ｂ
、
大
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
金
融
機
関
の
職
‥
貝
な
ど
に
も
悪

質
商
法
の
被
害
が
及
ん
で
い
る
の
が

こ
こ
数
年
目
に
つ
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
証
券
や
債
券
、
株
な
ど

の
財
テ
ク
商
法
に
ま
つ
わ
る
浙
件
で
、

一
件
当
た
り
の
被
害
額
が
人
き
い
の

が
特
徴
で
す
。
平
成
２
年
の
被
害
額

い

は
約
３
７
６
億
円
に
も
上
り
ま
し
た
。

　
半
姉
や
お
年
寄
り
の
被
害
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
鼓
膜
良
品
や
寝
具

類
、
健
康
機
器
や
定
詰
器
な
ど
、
物

品
の
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
被
害
が

相
次
ぎ
、
被
害
者
数
は
約
1
5
万
人
平

成
２
年
）
。
特
に
、
お
年
寄
り
の
被
実

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
質
匙
者
に
よ
る
被

害
雁
件
は
、
い
ま
や
今
岡
へ
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や

心ノ

電
話
、
郵
便
物
に
よ
る
通
信
販
売
な

ど
が
主
な
誘
い
の
手
口
と
し
て
使
わ

れ
、
現
代
に
お
け
る
高
度
情
報
社
会

の
皮
肉
な
一
面
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
悪
質
商
法
に
乗
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
わ
た
し

た
ち
の
心
に
ス
キ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
コ
ツ
Ｊ
ツ
働
い
て
も
家
は
持
て
な

い
。
健
康
で
豊
か
な
老
後
を
送
り
た

い
が
、
い
ま
あ
る
貯
金
や
年
金
だ
け

で
は
心
も
と
な
い
…
…
。
い
く
ら
世

の
中
が
庖
か
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
こ
ん
な

不
安
材
料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
、
「
貯
蓄
を
生
か
し
た
も
う
け

話
は
な
い
か
し
ら
・
：
」
「
楽
に
も
う
か

る
内
職
を
し
て
、
家
計
の
足
し
に
し

た
い
わ
」
、
と
い
っ
た
よ
う
な
ス
キ
が
、

わ
た
し
た
ち
の
心
に
生
ま
れ
る
わ
け

で
す
。
そ
ん
な
心
の
ス
キ
を
悪
質
業

者
は
見
逃
し
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
大
事

な
の
は
、
こ
の
匪
の
中
に
ご
っ
ま
い

も
う
け
話
は
な
い
″
と
い
う
こ
と
。

う
ま
い
も
う
け
話
を
も
っ
て
く
る
人

に
対
し
て
は
、
は
っ
き
り
「
お
断
り

し
ま
す
」
と
拒
心
‥
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
で
も
、
も
し
、
だ
ま
さ

れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
し
く
は
「
だ

ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
」

と
不
安
に
思
っ
た
ら
、
栃
木
警
察
署

（
�
�
り
乙
ぃ
０
４
［
｀
Ｊ
量
だ
け
役
場
商
に

観
光
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

最
近
の

悪
質
商
法
の
手
口

▼
先
物
取
引
商
法
▲

　
そ
も
そ
も
値
動
き
の
激
し
い
。
先

物
取
引
〃
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
勧

誘
し
た
り
、
取
引
業
者
が
海
外
の
業

者
と
組
み
、
お
客
の
損
に
な
る
取
引

を
朽
妙
に
仕
組
ん
だ
り
し
て
、
お
金

を
だ
ま
し
と
る
も
の
で
す
。

▼
預
り
金
商
法
▲

　
証
券
ヤ
株
な
ど
の
利
殖
運
用
を
目

実
に
し
て
誘
い
込
み
、
「
こ
れ
だ
け
の

お
金
を
だ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ

の
何
倍
に
も
し
て
お
返
し
し
ま
す
」

と
い
っ
て
お
金
を
だ
ま
し
と
る
も
の

で
す
。

▼
第
二
次
原
野
商
法
▲

　
す
で
に
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、

ば
と
ん
ど
無
価
値
の
山
林
、
原
野
を

転
売
し
て
い
る
と
い
う
口
実
で
、
土

地
の
測
量
費
や
登
記
手
数
料
、
物
件

豆
録
料
な
ど
を
だ
ま
し
と
る
も
の
で

す
。

▼
資
格
商
法
・
内
職
商
法
▲

　
中
身
の
な
い
資
格
や
内
職
を
ば
の

め
か
し
、
講
座
受
講
料
や
内
職
に
必

裴
な
機
械
な
ど
を
買
わ
せ
て
、
お
金

を
だ
ま
し
と
る
も
の
で
す
。

悪
質
業
者
撃
退
1
0
か
条

土九八七六五四三二

ー

　　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ

七言回几ご口

∩

昌

回二且言づ

寸古言

尚

京

よ

言仁仁

し

1
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白 の 金 で 悩 な 緋 卜 ㈲ ん 白 だ 白 唯

財はしま相言

コ
なと聞

仁言ス今回レ

守払たま　　　聞に

る

い　

ず

－い

く　　ド身

言
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…
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ﾙ
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ｪ

言
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=

,
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工

三
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尚
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壬生町が監視区域（国土法）に指定
＝一定面積以上の土地取引には届出が必要です＝

問合せ先　企画財政課
届出から契約まで(契約の6週間前に届出ること)

届出の必要な土地

J

]j

圭

]

□明白

　牡監視区域(市街化区域)　300m似上

ﾄ千宍万

5

1

ﾛ

市年ﾔ弊申竹稗折彿頻白幣]

こ

j11]じ

,

ﾙ]yl
ヽ
゛゛1
,
゛|･こ

　　　　　　　　　　　　犬石,㈲O榴以上宍

そ
の

他
の

監
視

区

域

指
定

区

域

宇都宮市
100�以上又は200�以上

　　　　　　　又は500�以上

小　山　市 200�以上

足　利　市 300�以上

栃　木　市 300�以上

野　木　町 300�以上

佐　野　市 300�以上又は500�以上

今市市 300�以上又は2,000�以上

黒　磯　市 2,000�以上

日　光　市 2,000rTT以上

那　須　町 2,000m似上

（
莫
ド
對
）

　
宵
つ

吊
菊
）

川
瀬
　
｛
所

有
言

　OK審　→ゲ

　NO

几
賠
�
�
巣
》
格
的

　
　
｛
　
‰

「
」
ポ
レ
芦
開
顕

届
出

-→

心／

監
視
区
域
の
新
規
指
定

　
鹿
沼
市
、
六
国
市
、
上
三
川
町
、

　
南
河
内
町
、
河
内
町
、
芳
賀
町
、

　
壬
生
町
、
石
橋
町
、
国
分
寺
町
、

　
大
平
町
、
藤
岡
町
、
岩
舟
町
、

　
都
賀
町
、
高
根
沢
町
、
田
沼
町
、

　
氏
家
町
。

　
売
買
な
ど
の
取
引

売
買
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲

渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
交
換
、

予
約
完
紡
権
、
買
戻
権
等
の
譲
渡
、

地
上
権
、
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

※
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
も
事
前

　
に
届
出
が
必
要
で
す
。

－ 一 一

一
団
の
土
地
取
引

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
、

合
計
し
て
い
く
と
一
定
面
積
以
上
と

な
る
よ
う
な
一
団
の
土
地
取
引
は
、

個
々
の
取
引
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届

出
が
必
要
で
す
。

　　　　売る人　（土地）　買う人Zﾖ邑
、づ三田

Z:2XJC:且:ls　　　　＼（ﾆ）一Dさん

レニ匹斜了ご）ａ一言ぼ一一

売る人　（土地）　買う人
甲さんー---（い）
乙さん一-－（ろ）谷　ん
丙さんー－-（は）て･　Ａさ
丁さんｰ-（にド

（い十ろ十は十に）≧一定面積

　
　
値
踏
み
の
届
出
は

D
ｒ
Ｗ
ｎ
]

　とにかく一度

　届出をして､･県

の示す指導価格を

見てから､価格に

ついて相談しま

　しょう。

　この価格

では、私には

高すぎるのですか。

売主
買主

▽
Ｊ
Ｊ
腹
　
　
う

　
　
七
混
馴
し

　
地
方
自
治
体
が
価
格
指
導
の
際
に
示
す
い

わ
ゆ
る
指
導
価
格
は
、
上
限
価
格
で
あ
っ
て

平
均
的
な
適
正
価
格
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

これ以上の価格

では高すぎます

指導価格を国工法価格と称して表示

ことは、地方自治体の価格指導に対して誤認

を与える不適当な行為です｡迩意して下さい。

この価格は、国工法価格の

○○％引きでお買得です。

この価格は、国土法価格

ですから､適正価格です。
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環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
道
路
や
観
光
地
で
の
空
き
缶
の
散

乱
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
増
え
続
け
る
突
き
缶
の
投

げ
捨
て
を
防
ぐ
に
は
、
何
と
い
っ
て

も
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
「
関
東
地
方
環
境
美
化
運

動
の
日
」
（
５
月
３
０
日
・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

日
）
の
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

創
立
1
0
年
目
を
迎
え
、
本
年
度
も
盛

大
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
関
東
地
方
玉

菜
、
長
野
、
静
岡
を
含
む
）
1
0
都
県

で
統
一
的
に
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す

６
月
２
日
五
言
、
次
の
よ
う
な
収

集
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
各
自
治
会
に
お
い
て
も
、

自
治
会
長
さ
ん
及
び
保
健
委
員
さ
ん

を
中
心
に
、
自
治
会
内
の
道
路
・
公

園
な
ど
の
清
掃
や
、
散
乱
し
て
い
る

空
き
缶
収
集
に
、
積
極
的
な
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
実
施
日
　
６
月
２
ロ
盲
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
１
５
分
か
ら

○
場
　
所
　
東
雲
児
童
公
園
・
県
道

　
宇
都
宮
～
栃
木
線
（
水
道
課
北
部

　
配
木
場
人
口
～
町
民
体
育
館
～
介

　
井
）
・
国
道
３
５
２
号
（
稲
葉
出
張

　
所
～
役
場
）
・
壬
生
バ
イ
パ
ス
入
口

○
内
　
容
　
主
に
空
き
缶
な
ど
の
収

　
集
、
待
ち
帰
り
袋
の
・
酎
布

○
参
加
者
　
協
力
団
体
（
婦
人
会
、

　
ｗ
Ｉ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ゾ
フ
イ
オ
ン

　
ズ
ク
ラ
ブ
、
商
工
会
、
商
工
会
婦

　
入
部
、
商
工
会
青
年
部
、
農
協
婦

　
入
部
、
消
費
者
友
の
会
、
生
活
改

　
善
ク
ラ
ブ
協
議
会
、
女
性
ド
ラ
イ

　
バ
ー
ク
ラ
ブ
、
母
子
福
祉
会
、
青

　
少
年
ク
ラ
ブ
、
保
健
委
員
会
、
ド

　
都
賀
漁
業
雄
介
壬
生
支
部
）

　
町
職
員

｀ヽ､-､･

サラリーマンと税

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
こ
の
所
得
税
は
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
計
算
の
仕
方
な
ど
を
説

明
し
ま
し
よ
う
。

〈
給
与
所
得
の
所
得
税
の
計
算
〉

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
は
給
ケ
所
得
に
な
り
ま
す
。

①
給
与
所
得
金
額
の
計
算

　
１
年
間
の
給
与
所
得
の
金
額
は
、

そ
の
年
の
収
入
金
・
額
か
ら
「
給
与
所

得
控
除
額
」
を
差
し
引
い
て
計
算
し

ま
す
。

②
課
税
所
得
金
額
の
計
算

　
給
与
所
得
金
額
か
ら
、
基
礎
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
の
「
所
得
控
除
」

を
差
し
引
い
た
金
鎖
が
、
課
税
所
得

金
額
と
な
り
ま
す
。

③
所
得
税
額
の
計
算

　
課
税
所
得
令
制
に
「
税
率
」
を
掛

け
て
算
出
し
た
分
前
が
、
そ
の
年
の

所
得
税
額
で
す
。

〈
年
　
末
　
調
　
整
〉

　
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の

１
年
間
の
ハ
‥
計
額
と
、
そ
の
年
の
結

ケ
総
額
に
封
す
る
所
得
税
額
と
は
必

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ

り
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
こ
と
や

生
命
保
険
料
な
ど
の
所
得
控
除
は
、

年
末
に
一
度
に
引
く
た
め
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給

与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、
所

得
税
の
過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
が
「
年
末
調
整
」
で
す
。

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
〉

　
　
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
が
あ
り
ま
す
の
で
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　栃木県議会議員

　　　゛下都賀郡選挙区開票結果

-､、。　県議会議員選挙が４月７日行われ、本町の

　　　投票者数は19､628人で投票率70.45％でした。

　　　　開票結果は次のとおりです。

有権者数 投票者数 投票率

壬生町 27,859 19,628 70.45％

選挙区計 126,737 90,538 71.44％

候補者別得票数〔定数５､届出順､敬称略〕
　
し
か
し
、
給
与
等
の
年
間
収
入
金

斜
が
１
千
５
０
０
万
円
を
超
え
る
人

や
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
の
は
か

に
２
０
万
円
を
超
え
る
所
得
か
お
る
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
〈
特
定
支
出
控
除
制
度
〉

　
こ
の
制
度
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

支
出
し
た
特
定
支
出
の
額
の
合
計
額

が
給
与
所
得
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、

そ
の
超
え
る
額
を
給
与
所
得
控
除
後

の
給
与
等
の
金
鎖
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
控
除
を
受
け
る
に
は
、
特

定
支
出
に
関
す
る
明
細
書
、
給
与
等

の
支
払
者
の
証
明
書
、
支
出
し
た
全

損
を
証
す
る
書
類
な
ど
を
そ
ろ
え
、

確
定
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　候　袖　者　名－--　　　　　　　一一
　永田　万一（無）

壬生町

-一一一一
　　　137

　選挙区計

　　13,221
一一　－一一
　　14,699さとう　勉（自） 10,092

松本　　和（無） 129 16,071

大つか喜八郎(社) 1，029 9,830

かわしま芳之(無) 6，364 １１，３０８

ひろせ　寅遺（自） 1，580 13,181

11､383すがぬま　清(無) 132

ノ

-
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食事と健康雛
　
調
理
に
よ
る

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
損
失

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
空
気
に
ふ
れ
た

り
加
熱
し
た
り
す
る
と
こ
わ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
し
、
水
に
も
溶
け
や
す

い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
芋
類
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
比
較
的

安
定
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
の
給
源
と
し
て
、
さ
つ
ま
芋
や
し

ゃ
が
…
ド
を
用
い
た
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。

　
大
人
―
人
あ
た
り
、
―
日
の
ビ
タ

ミ
ン
ｃ
所
要
量
汪
即
で
す
が
、
調
理

し
た
と
き
の
損
失
を
考
え
て
、
少
し

多
め
に
摂
取
し
た
方
が
よ
い
で
す
ね
。

　
生
の
ニ
ン
ジ
ン
や
キ
ュ
ウ
リ
に
は
、

ア
ス
コ
ル
ビ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
分
解
酵
素
が
あ
る
の
で
、
こ
の

こ
と
も
順
に
入
れ
て
調
理
し
ま
し
ょ

11.2 j。･･ftf輦●大7･a･より

　　　図２ほうれん草のゆで

　　　　　時間によるピタミ
　　　　　ンＣ残存率

図１大模おろしのビ
　　タミンＣ残存率
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ｌ
；
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Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
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図
１
　
犬
根
お
ろ
し
は
、
食
べ
る
寸

　
前
に
用
意
し
た
万
が
よ
い
こ
と
が

　
’
わ
か
り
ま
す
。

図
２
　
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
適
度
に

　
ゆ
で
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
水
に
浸
す
こ
と
で
、
さ
ら
に
ビ
ク

　
ミ
ン
Ｃ
は
誠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
2 0
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
＝
４
月
か
ら
国
民
年
金
加
入
が
義
務
化
＝

　
こ
れ
ま
で
、
学
生
の
万
は
国
民
年
　
　
支
え
る
こ
貝
と
な
り
、
ま
た
本
人
も

金
の
適
用
が
強
制
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
　
年
金
制
度
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
こ
と

希
望
に
よ
り
加
入
す
る
任
意
加
入
の
　
　
に
な
り
ま
し
た
。

制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の

　
今
年
４
月
か
ら
は
、
２
０
歳
以
上
の
　
　
所
得
保
障
と
し
て
支
給
さ
れ
る
老
齢

学
生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
　
　
基
礎
年
金
、
ケ
ガ
・
病
気
が
原
因
で

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
年
金
に
強
　
　
障
害
が
残
フ
だ
時
に
支
給
さ
れ
る
障

制
加
入
す
る
こ
と
で
、
年
金
制
度
を
　
　
害
基
礎
年
金
、
不
か
に
も
一
家
の
働

　
）
ｊ＾
ス
ポ
ー
ツ

j
7
e
e

②
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
ダ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル
フ
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
軽

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
本
製
の
専
用
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
直
径
６

皿
の
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
立
て
た
ホ
ー

ル
ポ
ス
ト
の
直
径
３
６
皿
の
金
属
の
輪

に
何
打
で
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
競
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
は
ゴ
ル
フ
に
準
し
ま
す
が
、

き
于
が
已
く
な
っ
た
時
に
残
さ
れ
た

妻
や
子
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎
年

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
給
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
手
続
き
が
第
一
で
あ
り
、
保
険
料

を
納
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
度
な
技
術
を
必
要
と
は
せ
ず
、
初

心
者
で
も
す
ぐ
親
し
め
る
た
め
、
職

場
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

楽
し
め
ま
す
。

　
準
備
は
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
立
て

る
だ
け
で
完
了
し
ま
す
。
場
所
は
運

動
場
、
阿
川
敷
、
公
園
な
ど
、
ど
こ

で
も
で
き
ま
す
。
ヴ
ー
ム
は
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
ボ
ー
ル
を
打
ら
、
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
に
で
き
る
だ
け
少
な
い
打
数
で
入

れ
て
８
ホ
ー
ル
を
回
り
、
少
な
い
打

数
の
人
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

　
用
具
は
、
町
総
合
運
動
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
社

会
体
育
課
（
四
賠
り
乙
り
Ｊ
４
［
Ｄ
］
　
へ
。

　
2
0
成
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
４
月
以

降
に
住
民
登
録
し
て
あ
る
市
役
所
・

町
村
役
場
に
個
人
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
新
た
に
２
０
成
に
な

ら
れ
る
学
生
の
万
も
ノ
誕
生
日
が
米

ま
し
た
ら
手
続
を
忘
れ
ず
に
／
。

　
な
お
、
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
れ
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
課
国
民
年
金

係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

倣



い広場
健
康
は
朝

　
１
時
間
の
散
歩

　
　
　
　
ヾ

り

　
　
「
毎
日

と
い
う
安

地
区
ミ
ュ

を
け
じ
め

　｀そ田　｀
町ア包刎登

交。ざさで

通推ん迫
安進はわ

全盛　ヽtE
stgに:

会゛在い
　、々　。　　。　　る
防珊睦に

あ達者
カッフjl
ﾝﾌﾞﾌﾞｬ

⑩幸町三丁目

　　。　　　包(84)
　　支田　マサ(77)

Ｓ齢
同

春
ス
ケ
ッ
チ
②

さん夫妻

　
悟
ち
ゃ
ん
（
３
歳
　
長
男
　
右
）

　
屋
ち
ゃ
ん
（
９
ヵ
月
二
男
　
左
）

　
　
（
父
）
粂
　
川
　
　
豊
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
敬
子
さ
ん

あ
昌
‐
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
兄
弟
仲
よ
く
す
こ
や
か
に
　
　
。

　
　
）

（
国
谷
二
）

　いろんなことにチャレンジ

　　　　　　　北小林高久いづみさん

　「医療の分野で貢献したい」という夢がかない、

臨床検査技師になって５年目の高久さん。「検査デ

ータを医師が判断するので、正確に早くがポイント

ですね」とキッパリ。休を動かすことが好きで、休

日はスキー、ゴ）レフ、テニスを楽しみ、「明るく元

気に」を信条に、「いろいろなことにチヤレンジし

たい」とはりきる、好奇心旺盛なお嬢さんです。

元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
弘
章
ち
ゃ
ん
（
３
歳
　
長
男
）

　
　
　
（
父
）
鈴
木
昭
正
さ
ん

　
　
　
（
母
）
″
　
知
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
お
友
だ
ち
と
仲
よ
く
遊
べ
る

（
ひ
ば
り
ケ
丘
）



ふれあ

３
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
Ｊ

犯
協
会
、
睦
友
の
会
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
や
雄
琴
神
社
氏

子
総
代
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
役
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
８
０
歳
過
ぎ
て
も
お
元
気
な
秘
訣
を

尋
ね
る
と
、
毎
朝
の
散
歩
だ
そ
う
で
、

朝
４
時
３
０
分
～
５
時
に
起
き
て
、
安

川
の
関
沢
橋
か
ら
玩
具
団
地
ま
で
約

１
時
間
４
～
５
�
を
歩
く
と
言
い
ま

す
。
「
散
歩
を
す
る
と
気
持
ち
が
い
い

し
、
ご
は
ん
も
食
べ
ら
れ
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
マ
サ
さ
ん
は
、
主
婦
の
仕
事
の
ほ

か
、
睦
友
の
会
の
行
う
む
っ
み
Ｊ
Ｉ

ラ
ス
に
月
２
回
、
押
し
花
絵
が
月
１

四回悒l但Jis臼Ｕ

高校生トリオか猛練習に取り組む

回
、
そ
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
は
月
２
回

参
加
す
る
な
ど
熟
年
世
代
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
「
好
き
だ
の
嫌
い
だ
と
い
う
も
の

は
な
い
で
す
ね
」
と
い
う
マ
サ
さ
ん

は
、
美
食
を
し
な
い
で
何
で
も
食
べ

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
包
さ
ん
は
、
タ
バ
コ
は
１
年

前
に
や
め
ま
し
た
が
、
酒
は
毎
晩
の

ど
し
め
し
程
度
に
飲
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
結
婚
し
て
６
０
年
に
な
る
安
田
さ
ん

は
、
４
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
、

現
在
、
孫
８
人
と
ひ
孫
２
人
が
お
ら

れ
ま
す
。

　
壬
生
町
は
銃
剣
道
の
盛
ん
な
町
と

し
て
、
昭
和
５
５
年
に
行
わ
れ
た
栃
の

柴
田
体
で
は
町
総
合
運
動
場
が
会
揚

と
な
り
、
本
塁
杯
獲
得
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新

し
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
1
0
年
後
、
銃
剣
道
千
生
支

部
（
三
上
義
市
支
部
長
）
に
国
体
出

場
を
目
ざ
し
て
猛
練
習
に
取
り
組
む

３
人
の
高
校
生
が
い
ま
す
。
望
高
波

男
・
君
京
都
官
学
園
３
年
）
と
大
友

情
君
（
栃
木
工
業
高
校
３
年
）
、
そ
し

て
、
生
井
一
臣
君
（
栃
本
工
業
高
校

２
年
）
た
ち
は
、
８
月
に
行
わ
れ
る

国
体
予
選
少
年
の
部
（
関
東
大
会
２

心７

脆
◎
⑩
呈

位
ま
で
出
場
）
に
向
け
、
壬
生
中
武

道
館
で
毎
週
２
回
、
斉
藤
　
実
８
段

の
厳
し
い
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
３
人
と
も
、
今
ま
で
の
大
会
成
績

は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
沼
島

君
は
「
一
つ
で
も
多
く
の
技
を
身
に

つ
け
る
こ
と
」
と
い
い
、
大
友
・
君
は

　
「
足
を
ケ
ガ
し
た
の
で
筋
カ
ト
レ
ー

于
バ
グ
を
し
て
い
る
」
、
ま
た
、
生

片
君
は
よ
人
に
追
い
つ
く
よ
う
に

旬
日
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
現
在
の
抱
負
玉
詰
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
国
体
出
場
、
そ
し
て
国
体
で
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

安塚小学校６年

　権　田　泰　宏

安塚小学校６年

　秋　中　祐　美



－－―一
春
の
叙
勲

10一
　
　
本
町
か
ら
２
人
受
章

－－
―
－－－作
　
　

４
月
2
9
日
付
で
政
府
か
ら
平
成
３
　
　
に
、
町
企
圃
委
員
会
々
長
、
町
監
査

’
″
い
年
番
の
叙
勲
者
が
発
表
さ
れ
、
本
邸
　
　
委
員
な
ど
で
も
活
躍
さ
れ
、
独
協
医

報広

の
星
　
佐
一
郎
さ
ん
（
７
５
歳
、
本
丸
一

丁
目
）
が
地
方
自
治
関
係
で
勲
五
男

双
光
旭
日
章
を
、
ま
た
、
臼
井
　
武

さ
ん
（
7
3
歳
、
中
泉
）
が
消
防
関
係

で
勲
六
等
瑞
宝
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

星
　
佐
一
郎
氏
（
7
5
歳
）

　
　
本
丸
一
丁
目
６
－
1
6

　
星
さ
ん
は
、
栃
木
商
業
高
校
卒
業

後
、
昭
和
３
０
年
の
町
議
選
に
初
当
選

し
て
以
来
、
八
期
３
２
年
間
に
わ
た
り

町
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
各
常
任
委
員
長
、
町
議

会
議
長
を
２
回
歴
任
さ
れ
る
と
と
も

科
大
学
の
開
校
を
け
じ
め
、
今
日
の

本
影
の
隆
盛
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
功
績
に

よ
り
自
治
功
労
者
と
し
て
町
か
ら
３

回
、
並
び
に
郡
・
県
・
全
国
議
長
会

か
ら
も
表
彰
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は

全
国
議
長
会
の
４
０
周
平
記
念
表
彰
を

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
1
4
年
に
は
勲
八
等
瑞

宝
章
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

臼
井
　
武
氏
（
7
3
歳
）

　
　
　
中
泉
１
６
７
４

臼
井
さ
ん
は
農
業
に
従
斜
す
る
か

　
　
　
　
　
　
し

た
わ
ら
、
昭
和
９
年
に
南
犬
飼
村
消

防
団
に
入
団
、
以
来
３
３
年
間
消
防
団

と
と
も
に
ル
ま
れ
、
同
３
６
年
か
ら
３

期
６
年
間
、
壬
生
町
消
防
団
長
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
4
1
年
か

ら
２
年
間
、
県
消
防
協
会
の
監
事
を

さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
消
肪
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
同
３
７
年
に
日

本
消
防
協
会
長
表
号
同
４
３
年
に
は

消
防
庁
長
官
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

同
４
２
年
に
は
自
治
功
労
者
表
彰
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
交
通
安
全
協
会
副
会
長

で
あ
り
、
緑
ト
字
章
を
受
賞
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
町
車
恩
壬
生
支
部
常
任

理
事
、
国
民
年
金
委
員
、
中
泉
自
治
公

民
館
長
を
３
期
と
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
1
8
年
に
は
勲
七
等
瑞

宝
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
下
校
の
安
全
を
願
い

　
　
折
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
稲
葉

支
部
（
梁
高
節
ｒ
支
部
長
）
で
は
、

４
月
９
日
、
稲
葉
小
学
校
の
入
学
式

で
、
４
８
大
の
新
人
学
兄
に
折
紙
セ
ッ

ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
二
九
ト
校
時
の
交
通
安
全

を
願
う
と
と
も
に
、
楽
し
い
学
校
生

活
を
お
く
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
支

壬生北小校長室で

稲
葉
小
入
学
式
で

部
役
員
の
Ｅ
づ
く
り
に
よ
る
折
り
方

の
浪
引
き
や
消
し
ゴ
ム
な
ど
と
い
っ

し
ょ
に
、
人
見
イ
ハ
会
長
ら
が
一
人

ひ
と
り
に
手
渡
し
、
先
生
や
子
供
た

ち
、
父
兄
か
ら
も
良
い
記
念
に
な
る

と
た
い
へ
ん
μ
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
上

　
ま
た
、
南
犬
飼
支
部
で
も
４
月
１
２

目
、
千
生
北
小
、
安
塚
小
、
壬
生
来

小
を
訪
れ
、
新
入
学
児
の
交
通
安
全

を
願
っ
て
、
上
田
キ
ミ
副
会
長
ら
が

紙
芝
居
セ
ッ
ト
を
贈
リ
ま
し
た
。

科
学
技
術
庁
か
ら

　
表
彰
さ
れ
る

　
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
技
術
開
発
と
普

及
に
努
め
た
功
績
に
よ
り
、
北
研
産

業
（
泉
下
台
）
の
井
上
百
行
さ
ん
が

科
学
技
術
功
績
者
賞
を
受
賞
さ
れ
、

４
月
1
9
口
、
科
学
技
術
庁
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
永
年
研
究
開
発
を

重
ね
ら
れ
、
栽
培
技
術
の
体
系
化
や

栽
培
了
こ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、

県
内
は
も
と
よ
り
全
国
の
シ
イ
ク
ケ

牛
鮭
の
安
定
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

町長室を訪れた井上さん
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的
視
野

海
外
行

に
な
り

　
こ
の

団
を
派
遣
す
る
こ
と

の
派
遣
要
綱
や
募
集

要
領
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
壬
生
町

国
際
交
流
推
進
会
議
に
お
い
て
検
討

さ
れ
、

た
の
で

な
お
、

の
決
定
が
行
わ
れ
ま
し

ら
せ
し
ま
す
。

細
に
つ
い
て
は
、
決
定

い
お
し
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

　
頁
　
千
生
町

◇
視
察
訪
問
国
享
定
）
ド
イ
ツ

　
オ
ラ
ン
ダ
方
面

Ｉ
ｓ
Ｉ
』
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
―
・
１
Ｉ
Ｉ
・
１
・
１
』
Ｉ
ｓ
１
Ｉ
Ｉ
』
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
ｓ
Ｉ
ｉ
Ｉ
・
Ｉ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
・
Ｉ
ｉ
Ｉ
・
！
・
Ｉ
ｉ
―
Ｉ
゛

◇
応
募
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
〇
町
内
居
住
者
で
、
心
身
と
も
址

　
健
康
で
あ

り

計
画
に
従
い
規
律
あ
Ｉ

る
団
体
行
動
の
で
き
る
方
。

○
視
察
目
的
に
そ
っ
て
、
言

地
域
・
凹
体
等
に
お
い
て
、

社
会
の
理
解
者
と
し
て
積
に

行
動
で
き
る
万
。

○
事
前
研
修
及
び
オ
リ
于

◇
団
員
数
　
総
則
‥
員
数
９
９
一
名
（
う
ち
　
　
　
シ
ョ
ン
ヘ
の
参
加
が
で

　
）
般
公
慕
Ｈ
名
）
　
　
　
　
　
　
　
゛
＼
※
た
だ
し
、
公
費
に
よ
る

の
助
成
金
　
お
お
む
ね
３
４
万
円
　
　
　
事
業
に
参
加
し
た
こ
と

人
負
担
金
　
お
お
む
ね
1
6
万
円
｀
　
　
　
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん

、
共
通
経
費
Ｙ
万
５
千
円
　
　
◇
事
務
局

）
、
旅
券
、
保
険
料
等
が
必
要
。
　
　
　
　
　
゛

み
ん
な
で
貯
蓄
習
慣
を

貯
蓄
生
活
設
計
普
及
地
区
を
設
定

　
４
月
１
１
日
、
南
犬
飼
地
区
公
民
館

で
、
町
消
費
者
友
の
会
（
菱
田
素
子

会
長
）
の
貯
蓄
生
活
設
計
普
及
地
区

発
会
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し
て
日

本
銀
行
の
加
佐
調
査
役
、
県
生
活
文

化
課
の
飯
田
係
長
、
清
水
町
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
貯
蓄
広
報
中
央
芦
貝
合

お
よ
び
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
の
指
導

に
よ
り
、
実
践
活
動
を
通
じ
て
家
計

簿
の
っ
け
方
、
子
育
て
と
金
銭
教
育
、

計
画
的
な
貯
蓄
習
慣
な
ど
を
学
び
、

経
済
的
な
知
識
を
も
っ
て
将
来
に
備

え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
設
定

期
間
は
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
会
式
で
は
、
貯
ふ
…
広
報
中
央
委

員
会
か
ら
同
友
の
会
の
安
生
住
ｒ
さ

ん
に
、
貯
蓄
生
活
設
計
椎
進
貢
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
日
本
銀

行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
の
加
佐
光
久
調

査
役
か
ら
「
生
活
設
計
と
貯
蓄
」
に

役
場
総
務
課

　
　
（
�
賠
Ｉ
Ｅ

つ
い
て
お
ぶ
が
あ
り
、
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
、
家
計
薄
の
記
帳
に
よ
る

生
活
の
見
直
し
な
ど
が
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

ア
ユ
を
放
流

　
下
部
Ｊ
‥
］
漁
火
協
同
組
合
壬
生
支
部

（
鈴
木
利
。
・
支
部
穏
で
は
、
６
月

２
目
の
ア
ュ
解
禁
を
控
え
た
４
月
１
２

目
、
焦
川
の
藤
珪
橋
下
に
ア
ュ
の
稚

魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
３
か
所
放
流
さ
れ
、
総

量
は
５
０
０
屈
に
の
ば
り
ま
し
た
。

町
に
ワ
ゴ
ン
車

　
　
を
贈
る

　
４
月
２
８
日
、
町
内
で
聞
か
れ
た
壬

生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
十
周
年

記
念
の
「
心
・
ふ
れ
あ
い
っ
喜
び
枇

う
会
」
で
、
ワ
ゴ
ン
車
１
台
（
８
人

果
汁
が
町
に
贈
ら
れ
、
同
ク
ラ
ブ

の
柴
原
信
明
会
長
か
ら
清
水
町
長
に

キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
平
さ
よ
千

霞
む
野
に
川
の
せ
せ
ら
ぎ
弾
み
ゐ
て

早
春
譜
を
っ
い
口
ず
さ
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
こ
ま
ｆ

し
と
し
と
と
さ
さ
や
く
よ
う
な
春
の

出
は
が
き
落
し
て
ポ
ス
ト
は
な
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
膀
亨
心
千

句
な
子
は
逢
ふ
人
ご
と
に
告
げ
る
な

り
「
今
日
は
僕
の
誕
生
ロ
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
ノ
リ

越
し
て
来
し
と
な
り
は
何
を
す
る
人

ぞ
春
の
日
永
を
音
も
た
て
ず
に

俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

く
り
か
え
す
温
さ
寒
さ
や
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
綾
拾

涅
槃
会
の
鐘
の
音
ひ
び
く
雨
の
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

字
売
り
の
声
吹
き
ち
ぎ
り
春
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
下
　
町
雄

杜
走
と
な
り
し
了
フ
ソ
ン
春
の
風

．－＿
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竜
巻
災
害
に
つ
い
て
お
礼

　
　
　
　
安
塚
地
域
の
三
自
治
会
長

　
昨
年
の
９
月
1
9
口
に
発
生
し
た
安

塚
周
辺
の
竜
巻
災
害
の
お
礼
の
あ
い

さ
つ
に
、
河
野
辺
さ
ん
（
安
塚
二
）
、

野
沢
さ
言
上
長
田
）
、
小
林
さ
士
女

塚
南
・
代
理
）
の
３
自
治
会
長
さ
ん

が
４
月
1
7
日
町
長
座
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
河
野
辺
さ
ん
た
ち
は
、
竜
巻
災
害

で
町
が
い
ち
日
に
く
対
応
し
た
復
旧
活

動
や
被
災
者
へ
の
見
舞
金
に
対
し
、

町
か
ら
の
経
過
報
告
や
見
舞
金
交
付

が
終
了
し
た
機
会
に
、
地
域
住
民
を

代
表
し
て
来
庁
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
河
野
辺
さ
ん
ら
は
、
「
県
内
で
も

過
去
に
例
を
み
な
い
災
害
で
、
し
か

も
台
風
と
同
時
発
生
し
た
災
害
で
は
、

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
も
本
当
に
大
変
で
し
た
で
し

ょ
う
」
と
話
さ
れ
、
町
長
も
「
自
治

－』゛

１

介
長
さ
ん
を
始
め
、
地
元
の
方
々
に

は
昼
夜
を
わ
か
た
ず
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

須
釜
一
雄
さ
ん

大
臣
表
彰
さ
れ
る

　
平
成
２
年
国
勢
調
査
功
績
者
に
対

す
る
総
務
庁
長
官
表
彰
の
伝
達
式
が

４
月
２
６
日
’
、
県
公
館
で
行
わ
れ
、
本

町
の
煩
釜
一
雄
さ
ん
（
星
の
官
）
が

昭
和
３
５
年
か
ら
３
０
年
以
上
に
わ
た
る

国
勢
調
査
及
び
各
種
統
計
調
査
の
功

績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
室
が
２
階
に

　
移
り
ま
し
た

　
町
で
は
、
行
政
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
町
民
家
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
が
、
５
月
よ
り
町
民
家
が

２
附
に
移
り
ま
し
た
。

島
田
祐
子

　
　
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
６
月
９
日
盲
）

　
　
　
　
（
開
場
）
午
後
１
時
３
０
分

　
　
　
　
（
開
演
）
午
後
２
時

会
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
千
円
（
全
自
由
席
）

賛
助
出
演
　
フ
ラ
ワ
ー
Ｊ
圭
フ
ス

前
売
所
　
壬
生
中
央
公
民
館
、
稲
葉

　
　
　
　
出
張
所
、
南
犬
飼
出
張
所

町
民
家
へ
お
こ
し
の
方
は
、
２
階
　
　
問
合
せ
先
　
壬
生
中
央
公
民
館

企
画
財
政
課
へ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

全
５
万
円
　
　
　
　
　
　
（
計
２
回
）

　
　
　
　
　
　
壬
生
町
美
佐
恵
会
保

金
３
万
円
　
　
　
　
　
　
（
計
３
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
信
様

全
３
モ
円
　
　
　
　
　
　
（
計
1
3
回
）

　
　
　
　
　
　
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ
保

全
４
豹
円
　
　
　
　
中
川
　
ユ
キ
様

金
５
万
円
　
　
　
　
　
　
（
計
７
回
）

　
　
　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
保

金
５
万
４
千
７
０
８
円

　
　
　
　
　
　
大
久
節
子
後
援
合
縁

金
２
万
円
　
　
　
　
大
久
　
節
・
ｆ
様

『
Ｊ
１
１
１

　 = f ~ 乙

　 －
－ －

ｉ
ｊ

゛気・ミ

（
四
�
０
１
０
（
６
）

●
国
民
年
金
　
　
　
　
　
一

　
　
　
（
納
期
限
６
月
2
8
日
）
　
一

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

W｡!
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